
新中間処理施設整備の今後の進め方

○ 新中間処理施設の整備に向けた基本構想を平成３０～３１年度の２か年で策定し、国の循環型社会形成推進交付金の平成３２年度申
請に向けた作業を進めます。

○ 基本構想は、現在設置している新中間処理施設整備検討会議における検討を基本に策定します。処理方式や事業手法など専門的知
見が必要な事項については、学識経験者に助言を求めるほか、プラントメーカーからの意見聴取も行います。

○ 議論の経過や資料は原則として組合ホームページで公開します。

平成30年２月９日

第６回新中間処理施設整備検討会議 資料４

平成30年度 平成31年度 平成32年度

基本構想策定

地域計画作成

○学識経験者（大学・全国都市清掃会議）４人で構成
○主な検討項目
・処理方式 ・施設規模 ・建設候補地の評価基準
・事業手法 ・その他

参考：平成30年度 新中間処理施設整備関係予算 ９,４３９千円

・基本構想策定業務委託 8,532千円 ※ 平成30～31年度 債務負担行為設定 25,900千円
・学識者会議出席謝金 136千円
・学識者旅費（費用弁償） 569千円
・学識者との打合せ旅費 185千円
・その他（コピー用紙等） 17千円

※

検討会議

学識経験者

【検討の体制】

交付金 国との協議


